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ねらいと成果

　　農薬を用いず、水稲種子を温湯に浸漬する消毒

法は、滋賀県・宮城県・山形県などで普及しており、

本県の一部でも導入されている。温湯消毒は環境に

優しい技術として今後、さらなる普及・拡大が予想

される。

　品種や貯蔵条件によっては、温湯処理後の種子の

発芽率低下がみられる例があるため、本県奨励品種

を対象に調査を行った。その結果、６０℃１０分間処理

法で基本的に問題がないことを確認した。

内　容

�　品種別にみた処理後の発芽率（表１）

　全品種について、６０℃１０分間、同１５分間、無処理

の３処理方法における発芽率を調べた。

　処理は、Ｔ社の温湯消毒機（ＹＳ２００Ｌ）を用い、同

社のマニュアルにしたがった（�も同様）。

　うるち、酒米、もちの一部で、１５分間では、無処

理に対して発芽率低下がやや目立ち、８品種で有意

差が認められた。

　１０分間では、無処理に対して発芽率低下が認めら

れないか、低下の度合いが少なかった。「兵庫夢錦」、

「はりまもち」のみ有意差が認められた。「はりまも

ち」は低下が目立ったが、処理前の発芽率が９２％と

低いことも影響したと考えられる。

�　貯蔵期間別にみた処理後の発芽率（表２）

　本県の９０％で栽培される主要４品種（「コシヒカ

リ」、「キヌヒカリ」、「ヒノヒカリ」、「山田錦」）に

ついて、４段階の貯蔵期間（温度１３℃、湿度３０％で

８ヶ月～３年８ヶ月貯蔵）の種子を用いて、６０℃１０

分間と無処理の発芽率を調べた。

　４品種とも、全ての貯蔵期間で、１０分間と無処理

との間に有意差が認められなかった。ただし、サン

プルにより若干の発芽率低下を伴った。

まとめ及び普及上の留意事項　

　本県品種に対する温湯処理は、�６０℃１０分間を標

準法とし、�発芽率９５％以上の発芽能力の高い種子

を用いる（１０分間では発芽率低下が１～５％に抑え

られるため、種子審査の基準値９０％を下回るリスク

が減る）ことで基本的に適用可能である。
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